
バリアフリーの街づくりに関する取組事例
団体名　神奈川県視覚障害者福祉協会　　
	項目
（該当する番号に○印をつけてください）
	①　バリアフリー教育の充実

②　多様な人が住まう「街」への気づき、障害者理解の推進

③　安心して出かけられる｢街｣の実現を目指して

④　条例適合率・遵守率向上に向けた取組み

⑤　施設の計画段階における関係者の参画



	内　容
	（１）視覚障害者の理解・啓発事業の実施

１．福祉教育関係講師派遣事業の実施

視覚障害者情報センター「神奈川ライトハウス」に小中学校等か
ら依頼される、総合学習並びに福祉関係授業に講師を派遣

　・８回　１６名

　・県内３市より依頼

　・複数回依頼される場合が多い

　・当事者１名と職員１名で対応している。

２．総合学習への協力

　　市町村の団体として、小・中学校等に対して、総合学習への協力を行っている。

　・実施市町村：横浜・川崎・相模原を除く県内全域の１４市町村

　・４１回　４５名

　・当事者が中心となって１名～３名など対応は異なる

　・地元からの依頼により対応している。

３．ボランティア育成に協力

市町村団体を中心に、社会福祉協議会などが実施するボランティア育成事業に協力

　・実施市町村：横浜・川崎・相模原を除く県内全域の１０市町村

　１２回　４９名

　・当事者の対応で実施している。

（２）視覚障害者ガイドヘルパー資質向上研修会事業の実施

１．資質向上研修会に受講生を派遣

厚生労働省が日盲連に委託している「移動支援従事者資質向上研修会指導者養成研修会」に県から事業委託を受け、受講生を派遣

１３名　（当事者４名を含む）

２．養成研修会の開催

上記１．の研修終了者が講師を務めガイドヘルパー資質向上研修会を開催した。

７回　１８０人のガイドを養成

３．ガイドヘルパー養成研修テキストの作成

移動支援従事者養成研修に使用するテキストを関係機関と合同で作成した。
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